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各 位 

全日本フレキソ製版工業組合 

 

中東情勢の緊迫化に伴うフレキソ製版業界への影響について（第 2 報） 

 

拝啓 平素は当組合の事業運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

中東情勢は一時の緊迫した状況から落ち着きを見せているものの、依然として先行きは不

透明な状況が続いております。 

フレキソ製版業界におきましても、原油・ナフサを基礎原料とする感光性樹脂や洗浄溶剤等

の主原料類に加えてネガフィルムや整版用フィルムといった各種副資材系の資材の調達環

境はなお不安定であり、原材料価格や物流コストは引き続き高い水準で推移しております。

短期的には急激な価格上昇よりも高止まりの状況が続くものと見込まれますが、今後の国際

情勢やエネルギー市場の動向によっては、調達価格や納期に再び影響が及ぶ可能性も否定

できません。 

 

組合員各社では、原材料の安定調達や代替資材の活用、安定供給の維持等、可能な自助

努力や、組合機能を利用した事業継続計画の発動など、安定的な製品供給維持に努めてお

ります。 

当組合におきましても、関係機関と連携しながら情報共有を密にし、市場動向や原材料の供

給状況を注視しながら、会員の皆様へ必要な情報提供に努めてまいります。 

何卒、事情ご賢察のうえ、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 
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